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論 文 内 容 の 要 旨

必須脂肪酸欠乏状態が呼吸機能に及ぼす影響について,ratを使用して実験的研究を行った｡ 2ケ月に

わたって必須脂肪酸欠乏食で飼育した実験群と,普通食で飼育した対照群との間で空気を使用した肺の圧

量曲線の検討では,対照群に比較し実験群で肺胞の拡張困難がみられた｡その原因としては肺組織自身の

弾性成分の量的,質的変化による可能性,あるいは肺表面活性物質の変化を介しての影響が推測された｡

しかし肺組織の collagen及び elastinの定量, ならびに生理的食塩水による肺の圧量曲線においては両

群の間には有意差はみとめられず表面活性物質に起因するものと推測された｡そこで表面活性物質を抽出

して modi丘edWilhelmybalanceによりsurfacetension-areadiagram を措くと異常に高い最小表面

張力が実験群ではみとめられ,このために圧量曲線に変化をもたらしたことが判明した｡この原因を解明

するため表面活性物質の主成分である憐脂質の Phosphatidylcholinp(PC)の定量を行い両群で有意差は

なかったが,しかしPCの構成脂肪酸分析で実験群では肺において特異的に多い palmiticacidの含有率

が有意に低下しており,PC の質的変化による表面活性物質としての作用効率の低下が必須脂肪酸欠乏状

態の異常に高い最小表面張力の原因と結論された｡この肺における必須脂肪酸欠乏によるPCの脂肪酸パ

ターンの変化は参考に分析した肝臓の PCの脂肪酸パターンの変化と明らかに異っており細胞膜や肺表面

活性物質の燐脂質の主成分であるPCの合成経路や,又その機能と密接に関連している構成脂肪酸パター

ンの決定機構を研究する上で糸口となる興味ある現象である｡

又臨床的観点から本実験結果をみると以下の如くに解釈される｡乳幼児の先天性心疾患の根治手術では

必須脂肪酸の術前補給と部分体外循環併用を骨子とした所謂 "京大方式"の超低体温麻酔法が現在多 くの

施設でもちいられ,すぐれた成績をあげている｡しかし術中の手技の発達に比較し,乳幼児の開心術後の

呼吸管理の技術は遅れており,その困難さはしばしば経験され術後呼吸管理の良否が手術成績全体の向上

の鍵となる｡この実験的研究により必須脂肪酸は正常な呼吸機能の維持に必須な因子であり,必須脂肪酸

欠乏状態は術後の呼吸管理をむつかしくすることが容易に推測され,栄養状態の悪い乳幼児の開心術に際
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しては術前に積極的に必須脂肪酸補給を行っておく事は術後の呼吸管理のため重要であることが本実験に

より明確にされた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

必須脂肪酸の欠乏が呼吸椀能に及ぼす影響を実験的に匡す目的で,ラッチに不可欠脂肪酸欠乏状態を惹

起せしめたところ,当該個体の肺の圧量曲線で,そのような個体の肺の拡張が充分に行われ難 くなってい

る事実を知った｡そこで,その原因究明に努め,それが肺の弾性成分の変化によるものではなくして,柿

表面活性物質の変化にもとづいて肺の最小表面張力が異常に上昇するに至っているためであることを明ら

かならしめると共に,それがレシチン量の減少によるものではなくして, レシチン構成脂酸として与かる

パル ミチン酸の有意な減少によって導かれた肺表面活性物質の変化にもとづくものであることを立証する

に至った｡

以上の事実から,必須脂酸の欠乏は,肺表面活性物質の活性低下を介して,呼吸機能を著るしく障碍せ

しめるに至るものと結論づけたのが本研究である｡

従って,本研究は栄養の著るしく不良であることが通常である,先天性心疾患の中でも,乳幼児期にそ

の開心術が特に行われるべき必要のあるような症例の開心術に際しては,それに先立って,予め不可欠脂

酸の欠乏状態の是正が極めて重要な術前処置の一つであることを明らかならしめたもので,乳幼児心臓外

科の治療成績の向上に著るしく寄与するものである｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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